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① 活動内容  奏林舎のサイトを参考にしました 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
（1） 森林整備 （2） 森林管理 （3） 森林経営の支援 （4） 森林調査 （5） 素材生産、徳用林産物生産 
（6） 木製品、薪等の製造販売 （7） 森林環境教育、人材育成 
   認定等： ・2018年4月 次世代林業事業体 認定  ・2018年6月 合法木材供給事業者 認定 
 ※主に間伐：良い材は製材所に収める。仕事は山林保有者から頼まれたり、こちらからそろそろどうですかとお願いする 
 
 

流域圏担い手づくり事例集Ⅱ 取材ノート 013 

一般社団法人 奏 林 舎 

③ 会のモットー（何を大切にしているか）   名前に込めた思い 奏林舎のサイトからコピペ 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
豊かな森づくりを通じて活気に満ちた地域にしていきたいという思いを、以下のように様々な意味を持つ「奏」の一字に
込めています。 
 演奏する ： 自然と調和した森づくりを通じて、山と地域に賑わいを取り戻す 
 前進させる： 森と地域の直面している課題に取り組み、具体的な解決を目指す 
 差し上げる： 山主と流域に暮らす地域住民、そして次の世代に豊かな森を届ける 
 
④ 設立から現在に至るまで変化したこと 
─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────
移住してから2018年2月末までの3年間は、市の嘱託職員と個人事業 ： 「フォレスト・アート（初めの屋号）」 
2018年3月1日 「一般社団法人 奏林舎」設立 
・雇用者２名 （ Iターンの30歳代と地元の50歳代）  
・他に、農業や庭師の仕事を掛け持ちで、空いた時に手伝ってくれる人が２人 
・一緒に働く人が増えたので、 出来る仕事量が増えた 
 
 ⑤ 連携している団体・専門家・自治体など 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
岡崎森林組合、しらい製材、小原木材（地域材: 国産材の利用）、額田木の駅プロジェクト、額田林業クラブ、 
経済振興部林務課、岡崎市環境部森林企画係（2018年2月末までは環境部の嘱託職員だった。環境教育など ） 
 
 

⑥ 流域圏の担い手づくりに関わる具体的な活動（例：小仕事づくり、地域資源の活用など） 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────
岡崎のグループが実行員会をつくって「おかざき森の健康診断」中学から大学まで、学生と先生も参加してくれた  
・専門は環境教育 岡崎市がやっている「ホタル学校」で教える 
・地元の子供に頼まれて小学校の生徒に環境教育をしている――（街の市民と森の関係がものすごく開いている） 
 森林環境に関する出前講座やセミナーのほか、ネイチャーガイドや間伐体験、木工体験など、森と木にふれあい、 
 楽しく学ぶ体験の機会を提供します。 
  経験豊富な自然体験活動指導者が企画・運営を行うため、安全で質の高いプログラムを実施します。 
・イベントでのネイチャーガイド ・薪わり体験 
・間伐と間伐した木材を地元からも集めて保存し用途別に分けて販売 「木の駅」： 薪のビジネス 
・特殊伐採：倒木の処理など（地元からの依頼） 
・工務店の依頼で間伐体験を指導する 
・森林の境界調査： 山の境界がわからない・GPSなどで境界や面積を調査、地域に詳しい人のアドバイスを受ける。 
 ※山の面積・境界調査 来年度、県の予算を活用して三十町歩ほど調査予定。 
 ・林野庁の「新しい森林管理システム」がうまく機能することを期待している  
 

② キャッチフレーズ
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
「森」を次の世代に献上する 
    （額田をにぎやかにし、豊かな森づくりを成し遂げたい、流域全体や次の世代に少しでもいい森をつなげたい） 
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⑩-1. チームオリジナルの質問 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
＜質問内容＞ 額田を選んだ動機は？ 
＜答え＞ 
自宅（生まれ）は幸田町だったが、母親が額田の教員で小さいころからよく額田にきて親しんでいた 
 → 環境教育をするなら額田でやりたいと思うように。 
 木の駅アドバイザーの丹羽健司さんが額田の人と通じていたために、地域に入りやすかったのも一つ。 
 丹羽健司さんの勧め―― 額田は若手で山関係で動ける人がまだ少ないから額田で （豊田市と比べて） 

⑪ その他、伝えたいこと 次ページにつづく 
─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

○これまでの経歴 
・個人事業（フォレストアート）（4年4ヶ月） 兼（かねる）市の嘱託職員→春から奏林舎  
○国民 （市民） の意識や文化に影響を与えたい 
・いくら森林管理のシステムを自治体が作ろうと、その土台となる地域の人の意識が変わらなければ意味がない。 
・お盆あけ9月～3月の木が水を吸い上げる前で「伐り旬（キリシュン）」、夏は農業、冬は林業、今は夏場も木を伐る。 
・10・11・12・1月（9月～3月までが林業のシーズン） 夏場の材は虫が入りやすい。一月末までがハイシーズン（補 
助金、公共事業の関係など） 
・今年の夏は暑くてヤッテおれなかった、異常に暑かった。 
千万町（ぜまんぢょうちょう）という集落はみんなクーラーなど無かったが、さすがに今年はクーラーつけた家がある 
○仕事の取り方 
・提案型 山主に山の管理方法の提案 → 委託される 
・自治体からの委託 愛知県→森林組合→奏林舎 「愛知県の森と緑づくり事業」 
・特殊伐採 災害時（台風）の倒木の伐採＝危険を伴うから割といい値で可（林業というより造園業に近いが） 
・国：森林環境贈与税（仮称） 31年度から譲与で岡崎市に初年度3000万、将来1億が交付される予定と聞いている 
    当面は環境整備費に使われるといいかな？？  
・愛知県 「森と緑づくり事業」は岡崎森林組合から仕事を請け負って間伐をしている。 
 
 

⑩-2. チームオリジナルの質問 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
＜質問内容＞林業を選んだ理由は？ 
＜答え＞ 
 環境保全と地域活性化の一石二鳥の手段だから。 
 昔は田舎で林業が当たり前のように産業となっていた。その林業が深刻な問題を抱えていたため。 
 

⑧ 今後やってみたいこと 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・薪の事業（今はBtoC）→需要の拡大をしたい＝化石燃料から木材に転換するなど 
湯谷温泉（愛知県新城市）のように岡崎でもどこかの施設に薪ボイラーを設置してもらえたら大きな需要が期待できる。 
・地域に密着した林業、市への森林環境譲与税の使い方の提案  ・ある程度の設備投資と生産性向上 
・障がい者や引きこもりの人、生きづらさを抱えている人の受け皿になりたい。 
・また、退職した人の生涯活動の一つとしてもいいかもしれない  ※額田に軸足をおいて、額田の活性化をしたい。
車で30分圏内で活動する （地域密着型事業）。儲けが大きな目的ではない。 
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⑦ 現在直面している課題 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
事業で一番ネックなのは、人手不足。若い人に来てほしい。働いた分しか儲からない事業。田舎で遣り甲斐づくり。 
・支払う給与をUPしたい、年収300万は目指したい。森林業がビジネスに結びついていない 
 ※ 休みは多めで、副業もOK。田舎らしい暮らしのできる職場であることを維持したい 

⑨ そのためにはどんな情報・人脈が必要か 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・他業種の企業や団体とのつながり 
・障がい者支援団体とのつながり 
・林業に興味を持っている人 
・「環境学習」の予算増→ 森林環境譲与税、平成31年度から譲与や、森林環境税（平成36年度）の使い道であるかも? 



写真 

⑪-2 その他伝えたいこと 前ページからの続き 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
木材は山の状況と木の種類によって品質が異なる、素材によって仕分けて活用 
薪というのは、曲がり等の品質の低い間伐材を加工しており、普通はチップ材で（素の材を）そのまま出すが、薪用の材
は倉庫を借りていて保存して雨の日に生産する。薪は1パレット1万円。 
薪は針葉樹9割、広葉樹1割。広葉樹が好まれるが間伐材の針葉樹の水分含有量を20％以下に乾燥させて出荷する
のでストーブの煙突などに支障がなく、利用者から喜ばれている。 

奏林舎のロゴ 

↑ ：2018年11月 あいち朝まで川談義： ↓ 

2018年7月 乙川殿橋下で薪わり体験 

2018年12月 取材時の唐沢さま 

石窯パン屋さん・ダーシェンカ様へ薪の納入 

2018年12月 木下町の作業道開設＆間伐 



2018年12月 木下町の作業道開設＆間伐 
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（この記事は、中日新聞社の許諾を得て転載しています） 
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（この記事は、中日新聞社の許諾を得て転載しています） 


